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平成 27 年 8月 5 日 

 

週末課程の大学院「ビジネスキャリア・プログラム」を 
ビ ッ グ ア イ （ 郡 山 市 ） で 一 般 公 開 
～新たな震災復興の柱を大学院生とともに見出す 2 日間～ 
（ 郡 山 市 ・ 郡 山 商 工 会 議 所 共 催 ） 

 

福島大学大学院経済学研究科では、週末に学んで最短 2年で修士号を取得で

きるビジネスキャリア・プログラムを本年度より開講しました。その授業の一

部を郡山市・郡山商工会議所との共催で、広く一般の方々へ無料で公開します。

9月 12 日（土）13日（日）の公開授業「リージョナル・ビジネスＡ」は、 

地域ビジネスの最新動向に着目し考察することで、新たな震災復興の柱を 

ともにみつけていこうとする講義です。地域でさまざまな課題に取り組む経営

者や、官公庁、民間で震災復興プラン策定にかかわる方々などにお勧めします。 

 
自身のビジネス課題解決の糸口として、さらには、自らのキャリアアップにつなげる

ために、在職のまま大学院で学ぼうとするビジネスマンが増えてきました。本学にお

いては、農業での地域復興を目指す方、税理士を目指す方、ビジネスリーダー、さら

には、退職予備群層や主婦層からも社会人特別入試（主婦（夫）も社会人特別入試の対象）

に関する問合せが増えてきました。大学院の提供する高度な知的資源を利用して、

新たな震災復興の柱を自らの手で築いていこうとする気運が高まっているようです。 
そうしたニーズに応えるべく、福島大学大学院経済学研究科では、週末に学んで

最短 2 年で修士号を取得可能な『ビジネスキャリア・プログラム（ＢＣＰ）』を 2015 年度 

（平成 27 年度）よりスタートさせました。 
新プログラムは、金谷川キャンパスでのカリキュラムに加え、郡山市との共催によ

りビッグアイにて開講（8 月・9 月）。なかでも、9 月 12 日・13 日は、郡山商工会議所と

の共催で、東レ経営研究所チーフエコノミストの増田 貴司氏による講座と東北産業

界を牽引している経営者をゲストスピーカーに迎えた講義を無料で公開する運びとな

りました。正規科目を現役の大学院生とともに学ぶことで、大学院での学びの作法や

仕事（家事）との両立の仕方などもイメージしていただける機会としました。また、13日

の授業終了後には、現役大学院生への質問タイムも企画。大学院生活にかかわるあ

らゆる疑問や不安もあわせて解決できる、またとないチャンスとなります。 
■リージョナル・ビジネスの最新動向を知りたい方 
■震災復興のヒントをつかみたい方 
■新ビジネス展開の成功事例を聞きたい方 
■大学院での学びの作法や研究スタイルに触れてみたい方 

に お勧めします。 



記 

 
日にち  2015 年 9 月 12 日（土）～9 月 13 日（日） 
時 間  11：00～18：00 （受付 10：30～） 
場 所  ビッグアイ７階・大会議室（郡山市駅前二丁目 11-1） 
内 容   
① 9 月 12 日（土） 
テーマ 『今、産業の底流で起こっている構造・質的変化と中小企業が生き残る 

戦略の考え方』 
講 師 増田 貴司氏（株式会社東レ経営研究所 産業経済調査部門長 チーフエコノミ

スト） 
統 括 奥本 英樹（福島大学教授） 
②9 月 13 日（日） 
テーマ 『新ビジネスに挑戦する企業の取組みとビジョン』 
統 括 奥本 英樹（福島大学教授） 
ゲストスピーカー 東北産業界を牽引している話題の経営者によるスピーチ（ビジネス成

功の軌跡、苦悩、展望など） 
内藤 清吾氏（株式会社内藤工業所 代表取締役社長） 
橋本 弘幸氏（株式会社エヌジェイアイ 代表取締役） 
岩佐 大輝氏（農業生産法人 株式会社ＧＲＡ 代表取締役ＣＥＯ） 

※変更になる場合もあります。 

※講義後に「現役大学院生へ尋ねて解決！働きながら学ぶコツ」と題した社会人大学院生 
へのクエスチョンタイムを設けます。大学院生活にかかわるあらゆる疑問や不安に、社会 
人大学院生が、お答えします。 
定員  先着 150 名（要事前申込み） 
参加料 無料  
申込み お名前（ふりがな）・年齢・大学院への質問事項をお書き添えの上、 

keizai@adb.fukushima-u.ac.jp へメールでお申込みください。 
対象  一般 大学生 （※高校生、主婦（夫）の方の参加も歓迎します） 
※詳細については、別紙チラシをご参照ください。 
 
 

 
 
 
 

（お問い合わせ先） 
経済経営学類准教授 衣川 修平 
経済経営学類支援室 大学院担当   
電 話：024-548-8429 
メール：keizai@adb.fukushima-u.ac.jp 
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経済学研究科
「ビジネスキャリア・プログラム」一般公開

発表者： 尹 卿烈（ゆん・きょんよる）
福島大学大学院経済学研究科・教授

(プレゼン資料）

•地域ビジネスの最新動向に着目し考察することで、
新たな震災復興の柱をともにみつけていこうとする
講義

公開科目：『リージョナル・ビジネスＡ』

⇒ 地域でさまざまな課題に取り組むビジネスリーダーや、
官公庁、民間で震災復興プラン策定にかかわる方々などに、
特にお勧め します。

今回の公開授業のテーマ：
新たな震災復興の柱を大学院生とともに
見出す2日間

共催：郡山市・郡山商工会議所

「ビジネスキャリア・プログラム」一般公開の概要

•平成27年9月12日（土）13日（日）11：00～18：00

日 時

•郡山市 ビッグアイ７階・大会議室

場 所

•先着150名（要事前申込み）

定 員

•一般の方、 大学生 （※高校生、主婦（夫）の方の参加も歓迎します）

対象

•無料

参加料

•お名前（ふりがな）・年齢・大学院への質問事項をお書き添えの上、
keizai@adb.fukushima-u.ac.jpへメールでの申込み

申込み方法

•テーマ 『今、産業の底流で起こっている構造・質的変化と中小企業が生き
残る戦略の考え方』

•講 師 ： 増田 貴司氏
（株式会社東レ経営研究所 産業経済調査部門長 チーフエコノミスト）

•統 括 奥本 英樹（福島大学教授）

①9月12日（土）

•テーマ 『新ビジネスに挑戦する企業の取組みとビジョン』

•統 括 ： 奥本 英樹（福島大学教授）

•ゲストスピーカー： 3名の東北産業界を牽引している話題の経営者
（ビジネス成功の軌跡、苦悩、展望など）

②9月13日（日）

※授業テーマ・講師などの詳細は、別紙チラシをご参照ください。

(参考） 経済学研究科の３つのプログラム

特定のテーマに関心のあるかたのために体系的に編成された科目群
（演習科目および専門科目）

①地域産業復興（ふくしま未来食・農教育）プログラム，
②会計税務プログラム，
③ビジネスキャリア・プログラム(2015年４月現在)。

•週末の昼間（11：00－17：30，休憩含む）に集中的に開講

特徴① 全科目を土日昼間に集中開講

•社会人の受講を想定したコースワーク（体系的な講義履修）中心のカリキュラム
⇒ 議論，体験学習，小集団学習などが中心
⇒ 演習（ゼミナール）科目についても，段階を踏んで課題に取り組めるように編成

特徴② 社会人を想定したコースワーク主体のカリキュラム

•院生同士および多数教員との交流機会を設ける。
⇒ 在学中の関係構築が，本プログラムの卒業生ネットワークの基盤となる。

特徴③ 院生同士・教員との多数の交流機会

•郡山市（地方自治体），郡山商工会議所，東邦銀行などと連携し，JR 郡山駅前の
ビッグアイにおいて，豊富な実務経験を持つ外部講師陣中心の授業を開講

特徴④ 実務経験豊富な外部講師陣を中心とした郡山駅前
「ビッグアイ」での夏期授業

(参考） ビジネスキャリア・プログラム（略称：BCP）
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募集人数：毎年6人程度

(参考）経済学研究科入試日程

•面接，研究計画書（3,000字程度）およびその他の提出書
類等を総合的に判断して合格者を決定

社会人特別入試制度

•面接開始前に志願者の研究計画に関連のある事項につ
いて，日本語で文章を作成（400字程度，60分以内）。

↓↓

•作成した文章を面接資料として利用。

試験内容

３つのプログラムを希望する方のための入試制度
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